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サプライチェーンの各段階における化学物質規制（イメージ）

⚫ 化学物質は、ライフサイクルの各段階で様々な主体が取り扱い、最終的には廃棄・回収される。
⚫ 多様な経路から生じる人健康・生態系・環境への悪影響を防止するため、化学物質の取扱いに

ついては複数法令で各種の規制が講じられている。
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EU提案のコンセプトペーパー

ステップ１：懸念ある化学物質の特定・リスト化

• ハザードベースのクライテリアに基づき、懸念あ
る化学物質を特定・リスト化

• 製品設計、環境放出、輸出入規制、透明
性、モニタリングの義務の対象化

ステップ２：科学的知見に基づくリスク評価を実
施、規制措置及び適用除外のオプションを検
討

オプション① 全てのプラスチック製品での使用・
含有を禁止

オプション② 特定のプラスチック製品での使用・
含有を制限・削減

オプション③ 規制しない

ステップ３：規制措置・適用除外の決定

⚫ INC4にてEUより、プラスチック製品中の懸念ある化学物質への対応に関するコンセプト
ペーパーを提出。具体的な化学物質のリストも提示。

懸念ある化学物質の特定手法・措置内容 懸念ある化学物質のクライテリア
（ハザードベース）

• CMR（発がん性、毒性、生殖毒性）
• ED（内分泌かく乱）
• LRT（長距離移動可能性）
• PBT（難分解性、生物蓄積性・毒性）
• PMT（難分解性、移動性、毒性）
• 呼吸器・皮膚感さ性
• STOT（特定標的毒性）
• vPvB（超難分解性、超生物蓄積性）
• CMR、PBT、vPvBと同等の懸念があるもの

等

EUコンセプトペーパーの内容
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アンケートの概要

・目的
今後の条約交渉の参考資料として、本アンケート調査を通じ、幅広く産業界からプラスチック
製品に使用している化学物質の使用実態を把握するため。

・発注の流れ
3課連名（資源循環経済課・素材産業課・化学物質管理課） 原課 業界団体 対象企業

・今後の予定スケジュール
7月26日   原課に発注
8月23日   アンケートの一次締め切り

※会期間専門家会合に向けて、可能な限りこの日時までにご提出
  ください。

8月24-28日  会期間専門家会合（タイ・バンコク）
9月20日 アンケートの最終締め切り
9月-10月頃   アンケートの結果分析
11月25日-12月1日  第5回政府間交渉委員会（韓国・釜山）

⚫ プラスチック製品への化学物質の使用実態を調査するアンケートを実施予定。

関係者限り
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アンケートの様式

・回答者情報の記載欄

⚫ 以下のようなイメージのアンケート調査を予定。

・質問に対する回答欄
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